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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年12月31日まで)におけるわが国経済は、政府

の経済政策や日銀の金融緩和を背景に企業収益や雇用情勢が改善するなど、緩やかな回復傾向で推移いた

しました。しかしながら、中東情勢の緊迫化や中国をはじめとする新興国経済の減速懸念など、景気の先

行き不透明感を払拭できない状況が続いております。 

このような状況のもと、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は、新たに当社グループに

加わったMerz Dental GmbHの売上げが貢献したことなどから、17,050百万円と前年同期比2,390百万円

(16.3%)の増収となりました。売上高に含まれる海外売上高は、7,098百万円(対売上高41.6%)と前年同期比

2,618百万円(58.4%)の増収となりました。 

利益面では、Merz Dental GmbHの子会社化に伴う費用の増加などにより、販売費及び一般管理費が前年

同期比1,493百万円(21.0%)増加したため、営業利益は1,202百万円と前年同期比4百万円(0.3%)の減益とな

りました。さらに為替の影響などにより営業外損益が悪化したため、経常利益は1,124百万円と前年同期比

126百万円(10.1%)の減益となりました。特別損益に投資有価証券売却損益や、ネイル関連事業において発

生した製品自主回収関連費用等を計上した結果、税金費用を差し引いた親会社株主に帰属する四半期純利

益は720百万円と前年同期比44百万円(5.8%)の減益となりました。 

 

(デンタル関連事業) 

国内では、前連結会計年度に引き続きデジタル口腔撮影装置「アイスペシャルC-Ⅱ」や光重合型歯冠用

硬質レジン「ソリデックス ハーデュラ」などが好調に推移しましたが、前期好調であったCAD/CAM関連器

械の需要が一巡したこともあり、前年同期比減収となりました。海外では、北米・中南米や欧州、中国で

堅調に推移し、さらにMerz Dental GmbHの売上げが貢献したことにより、前年同期比増収となりました。 

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、15,589百万円と前年同期比2,271百万円(17.1%)

の増収となりましたが、連結子会社の追加などにより販売費及び一般管理費が増加したため、営業利益は 

1,159百万円と前年同期比36百万円(3.1%)の減益となりました。 

 

(ネイル関連事業) 

ネイル関連事業は、国内において価格競争の激化が続き、厳しい市場環境となっております。このよう

な状況のもと、国内では主力製品LEDジェル「Presto」の一部自主回収を実施した影響により、前年同期比

減収となりました。一方海外では、アメリカや台湾を中心とするアジア地域において、LEDジェル「Presto」

の売上げが好調に推移いたしました。 

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、1,399百万円と前年同期比121百万円(9.5%)の増

収となり、営業利益は18百万円と黒字に転じ、前年同期比32百万円の増益となりました。 

 

(その他の事業) 

 当社グループの株式会社松風プロダクツ京都において、歯科用研磨材の生産技術を応用し、工業用研磨

材を製造販売しております。当第３四半期連結累計期間の売上高は、61百万円と前年同期比3百万円(5.3%)

の減収となり、営業利益は17百万円と前年同期比0.5百万円(3.1%)の増益となりました。 

 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ225百万円減少し、29,216百万円とな

りました。 

資産は主に、現金及び預金が減少しております。 

負債は、前連結会計年度末に比べ797百万円減少し、6,863百万円となりました。短期借入金の減少が主

な要因であります。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ571百万円増加し、22,353百万円となりました。利益剰余金が増加し

たことが主な要因であります。 

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ2.5ポイント上昇し、76.2%となりました。 
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(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

   平成28年３月期の業績予想につきましては、平成27年10月30日に公表いたしました業績予想を修正して

おりません。      

 

 

２． サマリー情報（その他）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、当該見積実

効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用

する方法によっております。 

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」

という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連

結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13

日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、取得関連費用

を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期

間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直

しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。

加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行ってお

ります。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５

項（４）及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期

連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

なお、当第３四半期連結累計期間において四半期連結財務諸表に与える影響額は軽微であります。 
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 

 

（５）セグメント情報等 

前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日) 

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                          (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

調整額 

（注）1 

四半期連結

損益計算書

計上額 

（注）2 

デンタル 

関連事業 

ネイル 

関連事業 

その他の 

事業 
計 

 売  上  高       

 (1) 外部顧客への売上高 13,318 1,277 64 14,660 ― 14,660 

 (2) セグメント間の   
内部売上高又は振替高

 ― 0 4 4 △4 ― 

計 13,318 1,277 69 14,665 △4 14,660 

セグメント利益又は損失(△) 1,195 △13 17 1,199 6 1,206 

（注）１ セグメント間取引消去によるものであります。 

  ２ セグメント利益又は損失(△)は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

 

２． 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

    (固定資産に係る重要な減損損失) 

     「デンタル関連事業」及び「その他の事業」セグメントにおいて、連結子会社株式会社松風プロ

ダクツ京都の本社移転に伴い、処分予定の旧本社の土地及び建物等について、帳簿価額を回収可能

価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。 

なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間において「デンタル関連事業」セグ

メント125百万円、「その他の事業」セグメント19百万円であります。 

 

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日) 

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                                                                 (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

調整額 

（注）1 

四半期連結

損益計算書

計上額 

（注）2 

デンタル 

関連事業 

ネイル 

関連事業 

その他の 

事業 
計 

 売  上  高       

 (1) 外部顧客への売上高 15,589 1,399 61 17,050 ― 17,050 

 (2) セグメント間の   
内部売上高又は振替高

 ― 0 4 4 △4 ― 

計 15,589 1,399 65 17,055 △4 17,050 

セグメント利益 1,159 18 17 1,195 6 1,202 

（注）１ セグメント間取引消去によるものであります。 

 ２ セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 



㈱松風(7979) 平成28年3月期第３四半期決算短信 

- 9 - 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報 

（子会社の取得による資産の著しい増加） 

第１四半期連結会計期間において、Merz Dental GmbHの株式を取得し、連結の範囲に含めたことによ

り、前連結会計年度の末日に比べ、「デンタル関連事業」のセグメント資産が2,096百万円増加しており

ます。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

(のれんの金額の重要な変動) 

「デンタル関連事業」セグメントにおいて、第１四半期連結会計期間にMerz Dental GmbHの株式を取

得し、連結の範囲に含めたことによるのれんの増加額は、当第３四半期累計期間においては683百万円

であります。 




